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 [背景と目的] 

我が国の年間死亡者数は毎年最高値を更新し、2022 年には戦後最大の

前年比増加数を記録した。その 85％を 80 歳以上が占めており、慢性疾

患を抱えて高齢になって亡くなる高齢者が増加し、終末期に入る前から

のアドバンス・ケア・プランニング（Advance Care Planning：ＡＣＰ）

の必要性が高まっている。 

 しかし、国内におけるＡＣＰの認知度や実践意識は依然低く、前もっ

て死の話をするなど「縁起でもない」とする社会全般的な意識や、明確

に言葉にしない日本人の意思表明文化がＡＣＰ促進の阻害要因に挙げら

れている。そこで、自発的に死を語る草の根ムーブメントとして広まっ

たデスカフェが、これらの阻害要因を緩和し、ＡＣＰの準備教育になる

のではないかという仮説の検証を本研究の目的とした。 

[方法] 

 第１章では質的研究として、デスカフェに複数回参加経験のある 24

名を性・年齢を調整した４組に分けてフォーカスグループインタビュー

を行い、デスカフェ参加による生や死に対する考え方の変化を調べた。

そして、その変化がＡＣＰ実践につながる可能性を有しているのかどう

か、生成されたカテゴリーやサブカテゴリーから詳細に検討を行った。 

 第２章は、第１章で得た検討の結果を検証するために、高齢化が著し

い板橋区高島平団地地区に住むデスカフェ未経験の一般中高年者 41 名

をⅡ群に分け、各５カ月間、月１回の継続的なデスカフェを行い、参加

前後の精神的健康度や死生観、スピリチュアリティ、ＡＣＰの必要性に

関する考え方や死に関する対話行動の変化を調べる介入研究を行った。

そしてその変化がＡＣＰの実践を促進する可能性を検討した。 

 さらに第３章では、第２章で行った前半・後半合わせて 10 カ月にわた



 

るデスカフェのプロセス評価を行い、デスカフェ実践中に交わされた参

加者の具体的な発言や、デスカフェ終了後の「思い」のどのようなとこ

ろが第２章の結果と符号するのかを振り返り、デスカフェの持つＡＣＰ

の準備教育の可能性を支持しているかどうか検討した。 

[結果] 

 第 1 章では、デスカフェ参加による生や死に対する考え方の変化とし

て、【生について考えるようになった】【死について考えるようになっ

た】【生や死について考えるのをやめた】という３つのカテゴリーが生成

され、前二者はＡＣＰの準備教育としての機能を有するが、最後のカテ

ゴリーはＡＣＰから乖離することが判明した。また、前二者も含めたほ

とんどの人が、ＡＣＰの本質は、終末期の医療やケアの選択に至る対話

のプロセスにあることへの理解が不足していた。 

 第２章では、継続的なデスカフェへの参加により、死生観の２因子「解

放としての死」「人生における目的意識」と、スピリチュアリティの２因

子「生きる意味・目的」「他者との調和」に統計学的に有意な上昇が認め

られた。また、ＡＣＰが必要だという思いには統計的に有意な変化はな

かったが、実際に死について周囲や家族と対話した人が増えていた。 

 第３章では、デスカフェにおける参加者の具体的な語りと、終了後の

「思いの変化」と、第２章で得た結果との整合性が確認できた。 

[考察] 

 第１章、第２章、第３章を通して、デスカフェはＡＣＰの準備教育に

なる可能性が確認できた。デスカフェを続けるほどＡＣＰから乖離して

ゆく人もごく一部いたが、９割以上の人はデスカフェで死までの生を見

直し、必ずおとずれる死を受容して自分事として死について考えるよう

になっていた。この変化は、ＡＣＰの準備状況を促進していた。しかし、



 

ほとんどの人々はＡＣＰにおける対話プロセスの重要性が十分に理解で

きておらず、デスカフェだけではＡＣＰの推進には不完全であることも

判明した。このことから、デスカフェでＡＣＰ実践の準備状況を整え、

同時に医療・介護の専門職によるＡＣＰへの正しい理解を進めることの

できる協働プログラムの開発が望まれる。 

[結論] 

 質的研究と量的研究の双方から「ＡＣＰの準備教育としてのデスカフ

ェの可能性」が確認され、デスカフェにはＡＣＰの実践意識を高める機

能があることが明らかになった。さらに、自発的に死を語るデスカフェ

が持つその準備教育機能を活かし、自発的なＡＣＰの実践を実現するた

めに、デスカフェと医療・介護の専門職による協働の必要性が示された。 

 


